


　
初
代
・
平
治
は
、
文
久
元
年
１２
月
、
越

後
国
南
蒲
原
郡
加
茂
町
（
現
・
新
潟
県
加

茂
市
）
に
生
れ
る
。
生
家
は
煙
草
製
造
及

び
卸
業
を
営
ん
で
い
た
。
　
　
　
　
　
　

　
明
治
２２
年
、
妻
と
娘
を
伴
っ
て
僅
か
な

資
金
を
以
て
函
館
に
渡
る
。
こ
ん
に
ゃ
く

を
製
造
し
、
夜
は
内
職
と
し
て
紙
袋
を
張

り
商
店
に
お
ろ
し
、
僅
少
の
蓄
財
を
得
る
。

　
明
治
２５
年
、
東
川
町
に
於
い
て
質
屋
業

を
営
み
次
第
に
財
を
成
し
、
区
内
屈
指
の

質
商
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
２８
年
に

は
そ
の
傍
ら
越
後
産
手
織
木
綿
の
卸
業
を

兼
営
。
翌
年
に
は
同
町
に
店
舗
を
新
築
し
、

越
後
手
織
縞
の
ほ
か
に
各
地
の
織
物
の
卸

商
と
し
て
営
業
規
模
を
拡
大
し
、
そ
の
販

路
も
全
道
一
円
に
及
び
卸
問
屋
と
し
て
の

基
礎
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。
　
　
　
　

　
明
治
３３
年
５
月
、
末
広
町
に
進
出
す
る
。

質
屋
業
を
廃
し
全
国
の
織
物
卸
問
屋
と
し

て
発
展
を
遂
げ
、
３６
年
秋
に
は
、
地
蔵
町

（
現
・
豊
川
町
）
に
店
舗
を
移
転
、
呉
服

太
物
問
屋
と
し
て
の
　
外
山
商
店
の
名
声

は
全
道
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
　
　
　
　

　
二
代
目
・
平
治
は
明
治
１７
年
１２
月
５
日
、

初
代
平
治
の
長
男
と
し
て
父
と
同
じ
加
茂

町
に
生
れ
る
。
幼
名
を
平
造
と
称
し
た
。

　
明
治
２７
年
１１
歳
の
時
、
加
茂
町
を
離
れ

父
の
許
で
宝
小
学
校
に
入
学
。
卒
業
後
は

鍛
冶
町
（
現
・
弥
生
町
）
の
宗
戸
清
七
質

店
で
商
売
を
学
ぶ
。
３２
年
同
店
を
辞
し
て
、

父
の
経
営
す
る
織
物
卸
業
に
従
事
す
る
。

　
大
正
元
年
８
月
８
日
、
父
が
他
界
す
る

や
、
僅
か
２８
歳
に
し
て
家
業
を
継
ぐ
。
８

年
に
は
３６
歳
に
し
て
函
館
区
会
議
員
に
当

選
。
１１
年
、
第
１
回
市
会
議
員
に
当
選
。

１３
年
、
函
館
商
業
会
議
所
議
員
に
当
選
。

昭
和
７
年
に
は
商
業
部
長
に
推
さ
れ
る
。

　
昭
和
７
年
以
来
、
函
館
市
織
物
卸
商
組

合
長
、
函
館
呉
服
商
組
合
長
と
し
て
そ
の

要
職
に
あ
っ
て
業
界
の
指
導
に
あ
た
り
、

９
年
大
火
後
の
函
館
復
興
の
た
め
に
渾
身

の
努
力
を
傾
け
、
函
館
区
剥
整
理
組
合
地

区
副
組
合
長
、
復
興
土
地
区
剥
整
理
組
合

連
合
会
議
員
、
同
復
興
補
償
審
査
員
等
を

兼
ね
て
復
興
に
尽
く
し
た
功
績
は
函
館
市

の
歴
史
と
共
に
不
滅
の
も
の
で
あ
る
。
　

　
三
代
目
・
平
治
は
大
正
１０
年
４
月
１６
日
、

函
館
に
生
れ
る
。
幼
名
を
義
治
と
称
し
た
。

　
昭
和
１３
年
９
月
３
日
、
父
の
死
去
に
よ

り
当
時
函
館
商
業
学
校
在
学
中
の
身
な
が

ら
家
業
を
継
ぎ
、
平
治
を
襲
名
す
る
。
　

　
昭
和
１６
年
、
小
樽
高
等
商
業
学
校
（
現
・

小
樽
商
科
大
学
）
を
卒
業
。
　
　
　
　
　

　
昭
和
１７
年
の
企
業
整
理
に
よ
り
一
端
休

業
の
や
む
な
き
に
至
る
が
、
ひ
と
た
び
統

制
が
解
か
れ
呉
服
問
屋
を
再
開
す
る
や
、

長
い
間
に
培
わ
れ
た
古
い
地
盤
や
堅
い
信

用
が
そ
の
真
価
を
発
揮
し
、
木
綿
太
物
、

足
袋
メ
リ
ヤ
ス
を
主
体
と
し
た
繊
維
全
般

を
扱
う
呉
服
問
屋
と
し
て
仕
入
先
の
絶
対

の
信
用
の
下
、
全
道
一
円
は
下
よ
り
遠
く

津
軽
一
帯
に
販
路
を
ひ
ろ
め
、
先
代
以
上

に
実
績
を
上
げ
大
い
な
る
発
展
を
遂
げ
た
。

　
昭
和
６３
年
６
月
５
日
死
去
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
写
真
・
取
材
協
力
／
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　

　
参
考
資
料
／
「
開
道
五
十
年
記
念
　
北
海
道
」
　

　
　
　
　
　
　
「
函
館
市
と
新
潟
県
人
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
北
海
道
人
名
辞
書
」
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
函
館
市
要
覧
」
　
　
　
　
　
　
　

　 

※ ※
太
物
＝
絹
織
物
を
呉
服
と
い
う
の
に
対
し
て
、
綿
織
物
・
麻
織
物
な
ど
太
い
糸
の
織
物
の
総
称
。 



　
我
が
国
の
ラ
テ
ン
音
楽
シ
ー
ン
を

リ
ー
ド
し
続
け
て
来
た
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ニ
ス
ト
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
カ

ル
ロ
ス
菅
野
が
”
オ
ル
ケ
ス
タ
・
デ
・

ラ
・
ル
ス
“
を
脱
退
後
に
ス
タ
ー
ト
。

日
本
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
・

シ
ー
ン
を
代
表
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
を
一
堂
に
集
め
た
、
ラ
テ
ン
・
ジ

ャ
ズ
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。
そ
れ
が
熱

帯
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
楽
団
！
　
　
　
　
　
　

　
１
９
９
７
年
に
解
散
し
た
オ
ル
ケ

ス
タ
・
デ
・
ラ
・
ル
ス
の
リ
ー
ダ
ー
、

カ
ル
ロ
ス
菅
野
の
元
に
現
在
の
日
本

を
代
表
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
一

堂
に
会
し
た
ラ
テ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
ビ

ッ
グ
・
バ
ン
ド
。
ラ
テ
ン
音
楽
を
ル

ー
ツ
に
、
無
条
件
に
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
　
　

　
個
性
溢
れ
る
メ
ン
バ
ー
達
が
”
音

楽
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
だ
！
“
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
縦

横
無
尽
に
懐
か
し
の
ラ
テ
ン
の
名
曲

は
勿
論
、
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン
ク
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
ま
で
ト
ビ
ッ
キ
リ
熱
い
ビ

ッ
グ
・
バ
ン
ド
・
サ
ウ
ン
ド
を
奏
で

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
６
月
４
日
�
午
後
６
時
３０
分

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
　

料
金
　
Ｓ
席
　
　
　
　
４
０
０
０
円

　
　
　
Ａ
席
　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下
半
額
　
　
　
　

　
　
　（
全
席
指
定
、当
日
５
０
０
円
増
）

※
高
校
生
以
下
券
は
、
市
民
会
館
・

　
芸
術
ホ
ー
ル
の
み
の
取
扱
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

　
　
 

○有希  マヌエラ・ヤンケ＆歩  マノン・ヤンケ 
　デュオ・リサイタル 
　将来を期待される逸材 
であるヤンケ姉妹のヴァ 
イオリンとピアノによる   
リサイタル。息のあった 
豊かな音色が響き渡る。 
曲　目　ブラームス／ 
　　　　　ヴァイオリン・ソナタ第３番ニ短調作品１０８他 
日　時　５月２１日�午後６時３０分 
○外山啓介ピアノ・リサイタル　 
曲　目　ベートーヴェン／ピアノ・ソナタ「悲愴」「月光」 
　　　　　「ワルトシュタイン」「熱情」 
日　時　７月２２日�午後６時４５分 
○前橋汀子ヴァイオリン・リサイタル 
ピアノ　松本和将 
曲　目　サン＝サーンス／ 
　　　　　序奏とロンド・カプリチオーソ　他 
日　時　８月２９日�午後６時４５分 
　○シリーズ券（３公演セット券） 
　　料　金　８,０００円（全席指定） 
　　期　間　２月２６日�～５月２１日� 
　　※シリーズ券は芸術ホールのみの取扱　 
　○１回券（各公演チケット）
　　料　金　Ｓ席３,５００円、Ａ席２,５００円 
　　　　　　学生券１,５００円 
　　　　　　（全席指定、当日５００円増） 
　　発売日　３月２６日� 
　　※学生券は芸術ホール、市民会館、七飯町文化セ 
　　　ンター、北斗市総合文化センターのみの取扱 
　　※未就学児の入場はご遠慮ください。　 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール）　 

 
　ガーシュウィンの名曲の数々、タップダンスを存分に 
堪能できる斬新な振付、そしてハッピーエンドのラブス 
トーリー。ミュージカルの魅力が一杯の「クレイジー・ 
フォー・ユー」は、全国各地での公演で絶大な支持を得 
て、現在では劇団四季の代表的レパートリー作品の一つ 
になっています。 
　誰もが温かく幸せな気分になるミュージカル「クレイ 
ジー・フォー・ユー」。 
日　時　５月２４日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席８,０００円、Ａ席６,０００円 
　　　　Ｂ席４,０００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。　　　 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団、劇団四季 
　　　　北海道新聞社、北海道文化放送 
　　　　エフエム北海道、ＪＲ北海道 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 



　函館市芸術ホールでは、リハーサル室を会場に年４回、 
入場無料のミニ・コンサートを開催しています。函館市 
内や近郊のアマチュア・ミュージシャンによる演奏会。 
開催日・募集ジャンル
　　６月１１日�ポップス、ロックなど 
　　８月２７日�ジャズ、クラシックなど 
　　９月２５日�ポップス、ロックなど 
　１２月　３日�ジャズ、クラシックなど 
応募締切日　各開催日の１ヶ月前 
応募方法　市民会館、芸術ホールほか市内各所に配布し 
　　　　　ている申込書に記入の上、芸術ホールまで持 
　　　　　参または郵送してください。 
　　　　　※電話での申込みはお受けできません。 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　地元ミュージシャンによるジャズの祭典。アマチュア 
・ミュージシャンが魅せるプロ顔負けの様々なスタイル 
のジャズ・ライブ。 
日　時　６月２６日�午後２時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般券１,５００円、ペア券２,０００円　 
　　　　学生券（高校生以下）５００円 
　　　　（全席自由、当日５００円増） 
チケット発売日　４月１７日� 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

■入門編 
　芸術ホールの裏側見学や、舞台作品の作り方の簡単な 
デモンストレーションなどを通じて、ステージの仕組み 
や魅力を体験できるツアーです。 
 
 
 
 
 
日　　時　４月２６日�午後６時３０分（２時間程度） 
会　　場　函館市芸術ホール 
料　　金　無料
応募方法　ＦＡＸ・ハガキ・芸術ホール備え付けの応募 
　　　　　用紙のいずれかで住所・氏名・年齢・参加人 
　　　　　数をご記入のうえ、ご応募ください。 
募集期間　４月１日�～４月２５日� 
定　　員　５０名程度 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　「歌スタ」からメジャーデビューしたママさんシンガー、 
再び函館へ!! 
　幅広いジャンルの曲を歌う 
ママさんシンガー。自分の体 
験を元にしたデビュー曲を始 
め、お母さんと同じ視点から 
歌われる歌は、各地で好評を 
得ている。また、関西出身の 
彼女らしい気さくで、楽しい 
話術も子ども達を飽きさせず、 
心を引きつけている。 
　座敷席や授乳スペース、キ 
ッズルームも用意し、お子様 
連れでも安心して鑑賞できます。 
日　時　６月１８日�午後２時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、小学生以下無料（要整理券）　 
　　　　（全席自由） 
チケット発売日　４月１０日�
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、 ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　今年、創立５０周年を迎える、北海道唯一のプロ・オ 
ーケストラ「札響」！！
　札幌交響楽団は、透明感のある 
サウンドとパワフルな表現力で、 
雄大な北海道にふさわしい魅力を 
放つオーケストラとしてクラシッ 
ク・ファンの人気を集めています。 
　今年の演奏会は、指揮に音楽監 
督の尾高忠明、ソリストにダイナ 
ミックでスケールの大きな演奏と 
輝く音色で多くの聴衆を魅了する 
新世代のヴァイオリニスト、松田理奈を迎えます。 
日　時　７月１２日�午後６時３０分 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　Ｓ席５,０００円、Ａ席４,０００円 
　　　　Ｂ席３,０００円 
　　　　ペア席９,０００円、高校生以下半額 
　　　　（全席指定、当日５００円増） 
チケット発売日　４月１７日� 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
 

　葉加瀬太郎、初のクラシック・スタイルのコンサート!!
出　演 
　葉加瀬太郎（ヴァイオリン） 
　柏木広樹（チェロ） 
　村井俊朗（ヴァイオリン） 
　高橋宗芳（ヴァイオリン） 
　松本有理（ヴィオラ） 
　西嶋　徹（ヴィオラ） 
　マチェック・ヤナス（ピアノ） 
　１９９０年、クライズラー＆ 
カンパニーのヴァイオリニスト 
としてデビューしてから、今年で２１年を迎える。 
　知名度・実力共にトップクラスの葉加瀬太郎、初のク 
ラシック・スタイルのコンサート。２部構成の第１部は、 
ヴァイオリンとピアノによるブラームスのソナタを中心 
に。そして第２部は、ピアノ＋ストリングス・クインテ 
ットを加えての葉加瀬太郎の世界を。 
日　時　５月１０日�午後７時 
会　場　函館市民会館大ホール 
料　金　６,８００円（全席指定） 
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５７－３１１１（市民会館） 
 



　 
          

◎
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
オ
ー
プ
ン
　

　 
 

使
用
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１
日
�
〜
１１
月
１３
日
�
　
　

※
た
だ
し
、
芝
生
利
用
は
５
月
上
旬

　
か
ら
（
予
定
）
　
　
　
　
　
　
　

使
用
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１
日
�
〜
８
月
３１
日
�
　
　

　
午
前
６
時
〜
午
後
７
時
　
　
　
　

　
９
月
１
日
�
〜
１１
月
１３
日
�
　
　

　
午
前
６
時
〜
午
後
６
時
３０
分
　
　

使
用
料
金
　
（
個
人
１
日
）
　
　
　

小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
５０
円

高
校
生
・
大
学
生
　
　
　
１
０
０
円

一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※
函
館
市
に
在
住
、
又
は
在
学
し
て

　
い
る
小
・
中
学
生
の
個
人
使
用
料

　
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　

専
用
使
用
料
　
１
日
２
０
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
半
日
１
２
０
０
０
円

※
そ
の
他
、
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

　
　 

 

使
用
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１
日
�
〜
１１
月
１３
日
�
　
　

※
４
月
は
人
工
芝
張
替
工
事
の
た
め

　
使
用
面
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

使
用
時
間
　
午
前
６
時
〜
午
後
１０
時

使
用
料
金
　
（
１
時
間
／
１
面
）
　

一
般
日
中
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
夜
間
　
　
　
　
　
　
９
０
０
円

学
生
日
中
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
夜
間
　
　
　
　
　
　
４
５
０
円

※
夜
間
料
金
は
午
後
５
時
か
ら
　
　

■
第
１
期
テ
ニ
ス
教
室
　
　
　
　
　

○
昼
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１０
日
�
〜
６
月
１６
日
�

　
　
　
火
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１２
時
　
　
　
　

○
夜
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１０
日
�
〜
６
月
９
日
�

　
　
　
火
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）
　

　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
　
　
　

受
講
料
　
４
５
０
０
円（
保
険
料
別
）

定
員
　
昼
コ
ー
ス
４０
名
　
　
　
　
　

　
　
　
夜
コ
ー
ス
５０
名
　
　
　
　
　

受
付
　
４
月
１２
日
�
千
代
台
公
園
庭

　
　
　
球
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
２
Ｆ
　

○
昼
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
午
前
１１
時
〜
１１
時
１５
分
　
　
　
　

○
夜
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
午
後
７
時
〜
７
時
１５
分
　
　
　
　

※
受
付
時
間
内
に
、
定
員
を
越
え
た

　
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
　
　

※
お
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
６
９
９
３（
庭
球
場
）

千
代
台
公
園
野
球
場
　
　
　
　
　
　

　
（
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
　

使
用
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
５
月
１
日
�
〜
１０
月
３１
日
�
　
　

使
用
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
（
全
日
）
　
　
２
０
０
０
０
円

　
　
（
半
日
）
　
　
１
２
０
０
０
円

　
　
（
練
習
１
時
間
）
　
２
２
０
０
円

学
生
（
全
日
）
　
　
１
０
０
０
０
円

　
　
（
半
日
）
　
　
　
６
０
０
０
円

　
　
（
練
習
１
時
間
）
　
１
１
０
０
円

問
合
せ
　
�
５３ 
¦
３
２
１
０（
野
球
場
）

　 

「車椅子使用者　無料招待」
募集人員　５月１４日�６名・１５日�６名 
　　　　　※身体障がいのため、常時車椅子を使用さ 

　　　　　　れる方 
申込期間　３月３１日�必着 
申込先　　〒０４２－０９３２　函館市湯川町１－３２－２ 
　　　　　函館市民体育館 
申込方法　ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号、希 
　　　　　望日（５月１４日�・１５日�のいずれか） 
　　　　　を明記し、上記宛先へ郵送してください。 
　　　　　（応募者１名につきハガキ１枚のみ有効） 
　　　　　応募多数の場合は、抽選となります。また、 
　　　　　介助者は１名に限り同席ができます。 

日　時　５月１４日�・１５日� 
　　　　午前１１時１５分開場（予定）午後１時試合開始 
会　場　千代台公園野球場（オーシャンスタジアム） 
料　金　ネット裏指定席　前売４,５００円　当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ｓ　前売４,５００円　当日５,０００円 
　　　　内 野 指 定 Ａ　前売３,５００円　当日４,０００円 
　　　　外野自由席おとな　前売１,５００円　当日１,７００円 
　　　　外野自由席小学生　前売　６００円　当日　８００円 
　　　　（内野指定席は４歳から入場券が必要、外野自 
　　　　由席は未就学児無料） 
前売券発売所 
　函館市民体育館、ミノルスポーツ、市内松柏堂プレイ 
　ガイド、石田文具、ローソンチケット（Ｌコード／５月 
　１４日分１０５１４、５月１５日分１０５１５）、チケット 
　ぴあ（Ｐコード／８１７－９９７　サンクス各店、セブン 
　イレブン店内マルチコピー機）、ＪＲ北海道「みどりの 
　窓口」「ツインクルプラザ」、札幌ドーム、道新プレイガ 
　イド（札幌）等 
　千代台公園陸上競技場（４月１日�発売） 
※券種・発売所によって、売切の場合がございます。ご 
　了承ください。 

※開催当日、球場駐車場は使用できません。最寄りの公 
　共交通機関をご利用ください（市電「千代台停留所」 
　下車徒歩３分）。 
※ファイターズパスポートは、ご利用いただけませんの 
　で予めご了承ください。 
問合せ　�５７－３１４１（市民体育館） 

千
代
台
公
園
庭
球
場
　
　
　
　
　
　

千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
　
　
　
　



　
新
年
度
を
迎
え
、
春
の
日
差
し
が

暖
か
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
自
然
と
触
れ
合
う
職
業
の
方
同
士

の
対
談
で
す
。
日
本
樹
木
医
会
北
海

道
支
部
顧
問 

北
海
道
グ
リ
ー
ン
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
齋
藤
晶
さ
ん
と
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
山
と

渓
谷
の
店
�
自
然
倶
楽
部
代
表
の
鎌

鹿
隆
美
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
自
己

紹
介
な
ど
含
め
、
齋
藤
さ
ん
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　

齋
藤
　
私
は
岩
手
の
生
ま
れ
で
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
土
地
で
育
ち
ま
し
た
。

里
山
や
田
ん
ぼ
、
畑
や
森
が
ま
わ
り

に
あ
り
、
父
が
林
業
を
し
て
い
た
の

で
、
木
や
草
と
は
子
ど
も
の
頃
か
ら

親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
２０
代
中
頃
ま

で
岩
手
県
庁
で
、
そ
の
後
、
北
海
道

庁
で
林
業
に
携
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
立
林
業
試
験
場
道
南
支

場
長
を
務
め
、
退
職
の
１
年
前
に
財

団
法
人
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
樹
木

医
資
格
を
取
得
し
、
現
在
は
公
園
の

樹
木
の
手
入
れ
や
、
家
庭
の
植
木
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鎌
鹿
　
私
は
九
州
の
生
ま
れ
で
、
３

歳
の
時
に
親
の
転
勤
で
函
館
に
来
ま

し
た
。
親
が
海
洋
系
の
仕
事
を
し
て

い
た
の
で
、
自
分
も
興
味
を
持
ち
、

本
州
の
大
学
で
は
波
の
満
ち
引
き
の

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
、

東
京
で
電
子
部
品
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
東
京
は
仕
事
を
す

る
に
は
便
利
で
す
が
、
暮
ら
す
に
は

環
境
が
い
い
と
は
言
え
な
い
。
な
の

で
、
子
供
の
事
を
考
え
函
館
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
　
お
店
は
「
山
と
渓
谷
の
店
」

と
の
こ
と
で
す
が
、
昔
か
ら
山
に
興

味
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
か
？
　

鎌
鹿
　
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
る
間

は
、
休
み
も
な
か
な
か
取
れ
な
か
っ

た
の
で
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
そ

の
反
動
も
あ
る
か
な
。
世
の
中
が
便

利
に
な
る
に
つ
れ
て
何
か
を
置
き
去

り
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
父
に

連
れ
ら
れ
て
川
釣
り
に
よ
く
行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
私
は
父
が
釣
り
を

し
て
い
る
間
、
川
で
泳
い
だ
り
し
て

遊
び
な
が
ら
、
魚
を
観
察
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
川
が
あ
る
と
こ
ろ
に

は
森
も
あ
り
、
自
然
豊
か
で
す
の
で
、

そ
の
頃
か
ら
自
然
界
に
興
味
を
持
ち

始
め
ま
し
た
。
函
館
に
戻
り
、
引
き

続
き
電
子
関
連
の
仕
事
を
し
な
が
ら

川
へ
通
っ
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
の

為
に
何
か
し
よ
う
と
考
え
て
、
今
の

店
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

齋
藤
　
私
は
退
職
前
、
森
に
試
験
地

を
作
り
、
実
際
に
木
を
育
て
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
森
が
よ
り
公
益
的
に

優
れ
た
森
に
な
る
か
を
調
査
・
実
験

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
函
館
公
園
や

香
雪
園
、
五
稜
郭
公
園
の
樹
木
の
診

察
や
、
家
庭
の
樹
木
が
枯
れ
そ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
ご
相
談
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
も
若
い
頃

か
ら
よ
く
登
山
を
し
て
い
て
、
今
も

函
館
山
や
恵
山
に
登
る
の
で
、
良
い

靴
が
な
い
か
鎌
鹿
さ
ん
に
お
聞
き
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　

鎌
鹿
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

樹
木
を
見
る
に
は
葉
が
落
ち
て
い
る

雪
の
時
季
が
最
適
な
時
期
で
す
よ
ね
。

私
も
カ
ン
ジ
キ
等
を
は
い
て
樹
木
ツ

ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

齋
藤
　
冬
の
樹
木
は
冬
芽
を
見
る
事

が
で
き
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
で
す

ね
。
先
日
、
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
で
生
徒
を
つ
れ
て
冬
芽
の
観
察
を

し
た
の
で
す
が
、
葉
が
落
ち
た
跡
の

枝
の
付
け
根
を
見
て
動
物
の
形
に
見

立
て
た
り
、
森
の
香
り
で
あ
る
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
に
気
付
い
た
り
、
大
人

と
は
異
な
る
視
点
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

あ
る
時
、
小
学
生
と
森
林
で
学
習
を

し
た
次
の
日
、
先
生
か
ら
「
テ
ス
ト

の
点
数
が
い
つ
も
よ
り
良
い
の
で
す

が
、
森
林
の
効
果
で
し
ょ
う
か
？
」

と
お
電
話
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
森
に
は
頭
が
す
っ
き
り
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
い
う
お

話
は
し
た
の
で
す
が
、
実
際
に
テ
ス

ト
の
点
数
に
反
映
さ
れ
た
の
は
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

鎌
鹿
　
今
は
森
林
浴
の
効
能
を
伝
え

る
「
森
林
解
説
員
の
資
格
」
も
あ
る

く
ら
い
で
す
か
ら
ね
。
　
　
　
　
　

齋
藤
　
そ
う
で
す
ね
。
森
林
浴
は
春

先
、
芽
吹
く
頃
が
一
番
効
果
的
で
す
。

鎌
鹿
　
山
岳
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い

て
感
じ
る
の
で
す
が
、
今
は
自
然
を

体
感
す
る
年
齢
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
４０
代
や
５０
代

に
な
っ
て
初
め
て
自
然
に
触
れ
、
畏

敬
の
念
や
貴
重
さ
が
解
る
。
そ
こ
か

ら
自
然
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し

よ
う
、
と
い
う
意
識
に
芽
生
え
る
の

で
す
。
若
い
う
ち
に
教
育
の
中
で
取

り
入
れ
て
い
か
な
い
と
、
子
ど
も
達

は
自
然
に
興
味
を
持
つ
機
会
す
ら
失

わ
れ
か
け
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
を
す

る
時
、
科
学
的
か
つ
旬
な
情
報
を
お

話
し
て
、
お
客
様
の
知
的
好
奇
心
を

刺
激
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
自
然
や

環
境
問
題
に
関
連
し
た
特
集
が
あ
っ

た
時
に
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
ら
ね
。
　
　
　
　
　
　

齋
藤
　
温
暖
化
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

黒
松
内
が
北
限
と
言
わ
れ
る
ブ
ナ
の

分
布
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
各

公
園
に
咲
い
て
い
る
桜
の
子
ど
も
を

育
て
る
時
は
、
先
人
達
が
植
え
育
て

た
桜
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
、
種
か

ら
は
育
て
ず
に
接
ぎ
木
と
い
う
方
法

で
増
や
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
　
　

鎌
鹿
　
植
物
は
条
件
次
第
で
交
雑
し

や
す
い
で
す
か
ら
ね
。
昔
か
ら
あ
っ

た
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
は
減
少
し
て
欧
州

の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と
交
雑
し
て

遺
伝
子
の
攪
乱
が
問
題
で
す
。
昆
虫

等
も
、
道
内
で
は
外
来
種
や
内
地
産

な
ど
を
”
責
任
の
も
と
最
後
ま
で
飼

育
す
る
“
の
は
良
い
の
で
す
が
、
放

虫
し
て
し
ま
う
と
昆
虫
界
の
自
然
史

も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　

齋
藤
　
自
然
か
ら
学
ぶ
の
は
人
間
の

生
き
方
で
す
。
森
も
自
分
の
生
き
る

場
所
を
見
つ
け
て
生
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
人
間
が
勝
手
に
い
じ
る
と
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
森
林
に
関
わ
る

者
が
一
番
初
め
に
習
う
事
は
昔
か
ら

変
わ
ら
ず
、
そ
の
木
を
ど
こ
に
植
え

る
か
、
と
い
う
事
で
す
。
植
物
は
き

ち
ん
と
住
み
分
け
を
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
そ
の
環
境
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

鎌
鹿
　
山
な
ど
の
自
然
の
中
で
は
怖

さ
と
心
地
よ
さ
の
両
方
を
体
感
で
き

ま
す
。
熊
と
の
遭
遇
や
遭
難
と
新
体

感
と
が
隣
り
合
わ
せ
だ
か
ら
こ
そ
、

見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
、
街
の
生

活
を
一
旦
リ
セ
ッ
ト
し
、
ま
た
新
た

な
人
生
を
歩
む
。
そ
う
い
う
体
験
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 



　
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う

に
、
バ
ン
コ
ク
は
新
し
い
可
能
性
に

挑
戦
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
的

な
街
で
す
。
日
本
で
の
生
活
と
比
べ

た
ら
、
変
わ
ら
な
い
も
の
な
ど
ほ
と

ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
に
も

常
識
に
と
ら
わ
れ
た
ま
ま
だ
と
、
心

の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
大
変
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
い
つ
の
ま
に
か

温
暖
な
気
候
と
人
々
の
笑
顔
が
、
あ

な
た
の
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ
て
く
れ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
か

ら
人
が
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
当
た
り
前
。
人
付

き
合
い
の
上
で
は
、
お
互
い
に
限
り

な
く
無
防
備
で
い
ら
れ
る
気
が
し
ま

す
。
タ
イ
人
の
持
つ
最
大
の
特
徴
と

い
え
る
「
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
（
気
に
し

な
い
）
」
と
い
う
言
葉
の
示
す
寛
容

さ
。
こ
だ
わ
り
の
な
い
こ
と
が
い
ち

ば
ん
の
こ
だ
わ
り
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
ん
な
に
も
独

特
な
文
化
を
持
つ
国
が
、
あ
ら
ゆ
る

多
様
性
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
他
の

ど
こ
に
も
な
い
よ
う
な
世
界
を
形
成

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
思
え
ば
こ
こ

に
来
た
と
き
の
自
分
は
力
が
入
り
す

ぎ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
身
の
周

り
の
状
況
を
変
え
る
だ
と
か
、
人
生

を
リ
セ
ッ
ト
す
る
だ
と
か
、
ど
う
し

て
も
そ
う
い
う
考
え
は
頭
の
隅
に
あ

る
も
の
で
す
。
だ
け
ど
今
で
は
そ
ん

な
こ
と
を
思
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
バ

ン
コ
ク
は
常
に
転
が
り
続
け
て
い
て
、

た
だ
そ
の
中
に
い
る
。
そ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
な
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
自
分
の
趣
味
か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
で
す
が
、
音
楽
や
ア
ー
ト
の

イ
ベ
ン
ト
を
や
る
こ
と
で
世
の
中
に

た
い
し
て
何
か
良
い
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
小
さ
な
予
感

が
、
こ
こ
に
居
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん

確
信
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

目
の
前
の
人
た
ち
の
熱
い
反
応
が
自

分
た
ち
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
い

る
。
文
化
の
趨
勢

を
時
代
と
い
う
観

点
で
語
る
の
は
あ

ま
り
面
白
く
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
実
で
は
も
っ
と

い
ろ
ん
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
タ
イ
は

文
化
的
に
は
遅
れ

て
い
る
と
思
わ
れ

て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
が
始
ま
り
と

い
う
よ
う
な
空
気
に
満
ち
て
い
る
の

は
、
何
に
も
増
し
て
強
み
に
な
る
は

ず
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
る

で
自
ら
が
そ
こ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
の
よ
う
な
既
視
感
を
作
り
出
し

や
す
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
は
捉
え
き

れ
な
い
も
の
が
無
数
に
あ
る
。
栄
養

の
あ
る
タ
イ
料
理
を
沢
山
食
べ
、
常

夏
の
空
気
の
中
で
た
っ
ぷ
り
汗
を
か

き
な
が
ら
、
頭
で
考
え
る
よ
り
も
身

体
が
思
考
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ア
ッ
と
驚
く

体
験
談
や
現
地
の
人
々
の
め
ず
ら
し

い
生
活
習
慣
な
ど
の
、
旅
行
記
に
出

て
く
る
よ
う
な
話
題
は
、
こ
こ
で
は

あ
ま
り
お
伝
え
す
る
必
要
は
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
だ
け
伝

え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
あ

な
た
が
望
む
な
ら
ば
す
ぐ
に
で
も
タ

イ
に
来
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ど

こ
の
国
で
も
構
わ
な
い
し
、
生
ま
れ

た
街
に
だ
っ
て
発
見
は
い
く
ら
で
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
出
会
い
と
い
う
の

は
や
は
り
縁
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
人
に
こ
の
国
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。
変
わ

ら
な
い
タ
イ
が
い
つ

で
も
み
な
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
未
来

の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
を
読
ん
で
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん

と
の
ご
縁
が
あ
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
　 

　
１
９
７
７
年
札
幌
に
生
ま
れ
る
。

高
校
卒
業
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。

帰
国
後
、
幼
少
時
か
ら
の
思
い
出
の

地
、
父
の
故
郷
で
も
あ
る
函
館
に
移

住
。
１
９
９
７
年
か
ら
主
に
函
館
で

過
ご
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
で
の
１０
年
以
上
に
わ
た
る
生

活
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
街
で
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
勇
気

づ
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
多

く
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
展
を

主
催
。
全
国
各
都
市
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　



　 
     

　 
      

　
東
西
文
化
交
流
の
ル
ー
ト
と
し
て

仏
教
伝
播
の
歴
史
を
担
い
、
そ
の
遺

跡
が
溢
れ
る
”
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
“
に

取
り
組
み
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た

の
が
現
代
日
本
画
の
巨
匠
・
平
山
郁

夫
（
１
９
３
０
―
２
０
０
９
）
で
す
。

　
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
、
広
島

県
に
生
ま
れ
た
平
山
郁
夫
は
、
東
京

美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
を

卒
業
し
た
の
ち
前
田
青
邨
に
師
事
し
、

仏
教
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
と

す
る
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
ロ
マ

ン
た
だ
よ
う
壮
大
な
絵
画
世
界
を
築

き
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、自
ら
の
被
爆

体
験
か
ら
、
世
界
文
化
遺
産
や
文
化

財
の
保
護
と
救
済
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
晩
年
の
代
表
作
の
ひ

と
つ
で
あ
る
《
大
唐
西
域
画
》
な
ど
、

平
山
郁
夫
の
幅
広
い
収
蔵
で
知
ら
れ

る
滋
賀
県
守
山
市
の
佐
川
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
約
７０
点
の
秀
作

を
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　 
                 

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１６
日
�
午
後
２
時
　
　

進
行
　
当
館
学
芸
員
　
　
　
　
　
　

会
場
　
特
別
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

◆
特
別
展
セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
３０
日
�
午
後
２
時
　
　

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
　
　
　
　
　

会
場
　
講
堂
（
聴
講
無
料
）
　
　
　

◆
同
時
開
催
〈
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

　
レ
ク
シ
ョ
ン
・
春
〉
「
新
収
蔵
品

　
を
中
心
に
ー
絵
画
・
彫
刻
・
書
」

　
「
鳴
鶴
ー
天
来
ー
　
亭
　
現
代
書

　
の
源
流
を
辿
る
」
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
２
日
�
〜
７
月
１０
日
�

観
覧
料
　
一
般
１
７
０（
１
４
０
）円

　
　
　
　
高
大
生
１
０
０（
７０
）円
　

※
小
中
学
生
、
６５
歳
以
上
の
方
は
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
私
は
、
函
館
で
生
ま
れ
育
ち
、
建

築
の
学
校
を
卒
業
し
た
事
も
あ
り
東

日
本
ハ
ウ
ス
に
入
社
し
ま
し
た
。
当

初
は
、
何
社
か
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
も

面
接
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
す

れ
違
う
社
員
の
方
々
が
私
の
よ
う
な

若
造
に
も
丁
寧
に
挨
拶
を
し
て
頂
き

非
常
に
気
持
ち
が
良
か
っ
た
の
が
今

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
又
、

実
際
に
面
接
時
に
は
他
の
メ
ー
カ
ー

で
は
給
与
や
休
み
の
体
制
な
ど
と
い

っ
た
事
が
中
心
で
し
た
が
、
東
日
本

ハ
ウ
ス
で
は
「
規
律
、
礼
儀
、
挨
拶
」

「
親
孝
行
」
「
お
客
様
第
一
」
「
り

っ
ぱ
な
日
本
人
を
育
て
る
」
と
言
っ

た
言
葉
が
出
て
き
て
正
直
ち
ょ
っ
と

こ
の
会
社
は
、
他
の
会
社
と
は
違
う

な
と
感
じ
自
分
の
可
能
性
を
高
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
入
社
を

決
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
函
館
支
店

に
入
社
を
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
函

館
に
自
分
が
担
当
す
る
住
宅
を
い
っ

ぱ
い
建
て
、
函
館
を
今
よ
り
も
っ
と

も
っ
と
元
気
に
し
て
や
る
ん
だ
と
言

う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
新
人
時
代

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
私
の
好
き
な
言
葉
に「
一
期
一
会
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

人
と
人
の
出
会
い
に
感
謝
す
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
正
に
理
念
が
一
致
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
言
葉
が
好
き
な
男

に
と
っ
て
本
当
に
自
分
を
高
め
て
く

れ
る
会
社
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
当
社
は
、
入
社
時
に
飛
び
込
み
３

０
０
０
件
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
自
分
の
足
を
頼
り
に
飛
び
込
み
に

出
て
苦
労
す
る
事
で
多
く
の
事
が
学

べ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
住
宅
と

い
う
個
人
で
最
大
の
買
い
物
に
な
る

だ
ろ
う
家
を
購
入
す
る
場
合
、
住
宅

計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
突
然
や
っ
て
来
た
新
入
社

員
を
相
手
に
家
族
構
成
や
年
収
な
ど

を
簡
単
に
話
し
て
く
だ
さ
る
方
は
い

ま
せ
ん
し
、
多
く
は
軽
く
あ
し
ら
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
何
度
も

通
う
事
で
話
を
聞
い
て
頂
け
る
よ
う

に
な
る
事
が
飛
び
込
み
に
は
あ
る
の

で
す
。
私
も
１
ヶ
月
で
靴
を
駄
目
に

す
る
く
ら
い
歩
き
廻
り
ま
し
た
。
そ

し
て
お
客
様
に
信
用
、
信
頼
を
し
て

頂
き
契
約
を
頂
き
ま
し
た
。
　
　
　

　
私
自
身
、
営
業
歴
に
し
て
約
１０
年

で
３
１
６
棟
の
お
客
様
と
、
契
約
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
何
年
経
っ
て

も
私
の
営
業
ス
タ
イ
ル
は
飛
び
込
み

が
原
点
で
す
。
そ
の
お
か
げ
か
私
の

契
約
の
ほ
と
ん
ど
が
、
お
客
様
か
ら

の
紹
介
と
飛
び
込
み
の
二
つ
か
ら
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
偉
そ
う
な
事
を
言
い
ま
し
た
が
実

は
、
飛
び
込
み
で
は
何
度
も
挫
け
そ

う
に
な
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
乗
越
え
る
事
が
出
来
た
の
が
中
学

生
時
代
に
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
先
生

方
か
ら
、
と
く
に
印
象
深
く
心
に
残

っ
て
い
る
「
何
事
も
完
全
燃
焼
」
と

い
う
言
葉
で
し
た
。
以
来
、
私
は
、

こ
の
こ
と
を
心
の
支
え
に
今
あ
る
事

か
ら
逃
げ
出
さ
ず
や
り
切
る
事
が
ま

た
、
「
一
期
一
会
」
を
大
切
に
し
て

多
く
の
出
会
い
が
私
を
成
長
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
で
き
た
の
は
そ
の

お
か
げ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
住
ま
い
造
り
を
通
じ
て
、

色
々
な
出
会
い
を
い
た
だ
い
た
心
温

か
い
函
館
の
皆
様
に
感
謝
の
心
を
持

ち
、前
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 



　 
 

●
寺
澤
登
風
景
画
展
　
　
　
　
　
　

　 
            

会
期
　
４
月
２
日
�
〜
４
月
２９
日
�

　 
 

●
山
岸
桂
華
教
室
　
水
墨
画
作
品
展

会
期
　
４
月
７
日
�
〜
４
月
１２
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
外
山
欽
平
作
品
展

　
抽
象
表
現
の
楽
し
み
　
　
　
　
　

　 
          

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
３０
日
�

　 
 

●
フ
ォ
ト
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

会
期
　
４
月
５
日
�
〜
４
月
１０
日
�

●
絵
手
紙
と
押
し
花
の
仲
間
の
合
同
展

会
期
　
４
月
１９
日
�
〜
４
月
２４
日
�

●
道
彩
展
グ
ル
ー
プ
水
彩
画
展
　
　

会
期
　
４
月
２６
日
�
〜
５
月
１
日
�

　 
 

●
「
函
館
」
風
景
油
絵
展
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１５
日
�
〜
４
月
３
日
�

●
俳
句
の
よ
う
な
油
絵
小
品
展
　
　

会
期
　
４
月
５
日
�
〜
４
月
２４
日
�

●
『
パ
ス
テ
ル
の
散
歩
道
』
　
　
　

会
期
　
４
月
２６
日
�
〜
５
月
１５
日
�

　 
 

●
高
瀬
宣
夫
写
真
展
　
　
　
　
　
　

　
大
沼
の
四
季
展
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
　
　

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
１４
日
�

●
碇
貴
代
司
パ
ス
テ
ル
画
展
　
　
　

　
「
お
〜
い
　
雲
」
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１６
日
�
〜
４
月
２９
日
�

　 
 

●
井
川
隆
義
　
函
館
の
歴
史
的
建
造

　
物
ミ
ニ
チ
ュ
ア
新
作
展
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
１２
日
�

●
お
が
さ
わ
ら
・
み
蔵
　
　
　
　
　

　
木
彫
三
昧
　
卯
卯
卯
展
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１６
日
�
〜
４
月
２３
日
�

●
江
差
塗
り
工
房
　
　
　
　
　
　
　

　
漆
で
蘇
る
江
差
の
栄
華
　
　
　
　

会
期
　
４
月
２８
日
�
〜
５
月
末
日
　

　 
 

●
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ

　
Ｏ
Ｎ
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｋ
　
Ｎ
ｏ
０
２
」

　
　
　 

            

会
期
　
４
月
２
日
�
〜
４
月
２４
日
�

　 
 

●
絵
画
工
作
展
示
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
７
日
�
〜
４
月
１１
日
�

●
津
軽
こ
ぎ
ん
刺
　
手
芸
作
品
　
　

会
期
　
４
月
２７
日
�
〜
５
月
１
日
�

　 
 

●
「
Ｓ
Ｌ
函
館
大
沼
号
」
　
　
　
　

　
沿
線
風
景
写
真
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
１０
日
�

　
　
　
４
月
１８
日
�
〜
５
月
６
日
�

●
元
日
写
連
関
東
本
部
委
員
　
　
　

　
中
目
雅
博
先
生
遺
作
展
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１２
日
�
〜
４
月
１６
日
�

　 
 

●
写
真
と
歌
謡
曲
で
つ
づ
る
函
館
　

　
「
誰
も
が
若
か
っ
た
頃
」
　
　
　

会
期
　
４
月
１５
日
�
〜
４
月
２４
日
�

　 
 

●
特
選
日
本
画
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
１
日
�

●
有
田
焼
作
陶
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１８
日
�
〜
４
月
２８
日
�

●
絵
画
常
設
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
３０
日
�
〜
５
月
１３
日
�

　 
 

●
日
本
の
手
仕
事
　
生
活
の
道
具

　
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
４
月
１
日
�
〜
４
月
１２
日
�

●
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
　
春
・
段
染
の
衣
展

会
期
　
４
月
１５
日
�
〜
４
月
２６
日
�

　 
 

●
絵
と
切
り
絵
と
パ
ン
ア
ー
ト
二

　
人
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
３
月
２９
日
�
〜
４
月
１２
日
�

●
楽
し
ん
で
手
作
り
　
　
　
　
　

　
〜
身
近
な
素
材
を
生
か
し
て
〜

会
期
　
４
月
１４
日
�
〜
４
月
２７
日
�

●
ス
ロ
ー
タ
イ
ム
　
　
　
　
　
　

　
「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
展
」
　

会
期
　
４
月
３０
日
�
〜
５
月
１７
日
�

　 
 

●
輪
島
塗
　
伝
統
工
芸
展
示
会
　

会
期
　
３
月
３１
日
�
〜
４
月
６
日
�

●
初
夏
の
蔵
出
し
絵
画
半
値
市
　

会
期
　
４
月
２１
日
�
〜
４
月
２７
日
�

　 
 

●
伊
藤
英
三
絵
画
小
品
展
　
　
　

　
ー
懐
か
し
い
函
館
の
風
景
ー
　

会
期
　
３
月
２９
日
�
〜
４
月
６
日
�



　北海道教育大学附属函館中学校をはじめ函館近郊の吹 
奏楽団体が賛助出演予定。 
ゲスト　札幌トロンボーン四重奏団 
料　金　５００円（当日２００円増・全席自由） 
　　　　※小学生以下無料　 
問合せ　�５５－６６８２（函館白百合学園中学高等学校・前田） 

　市民会館と芸術ホールの鑑賞型自主事業を１冊の小 
冊子にまとめた「ざいだんポケットガイド」を財団各 

施設（市民会館、芸術ホール、他）の他、公共施設や 

市内プレイガイド等で無料配布中。 

■
簡
単
！
激
旨
！！
男
の
料
理

○
第
１
回｢

名
人
直
伝
！
そ
ば
打
ち

　
講
座｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１４
日
�
午
前
１０
時
　
　

○
第
２
回｢

料
理
長
が
教
え
る
男
の

　
や
き
飯｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
２８
日
�
午
前
１０
時
　
　

○
第
３
回｢
旨
い
ビ
ー
ル
と
酒
の
肴｣

日
時
　
６
月
１１
日
�
午
後
３
時
　
　

会
場
　
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

受
講
料
　
無
料
（
材
料
費
は
３
回
分

　
　
　
　
で
２
０
０
０
円
）
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
在
勤
の
成
人
男
性

　
　
　
で
全
３
回
受
講
可
能
な
方
１６

　
　
　
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

　
　
　
選
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
４
月
２２
日
ま
で
に
電
話
又

　
　
　
　
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
　
　
　
　

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２７ 
¦
７
２
１
７
　

■
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座
　
　
　
　

　
「
収
納
と
重
曹
の
お
掃
除
」
講
座

講
師
　
丸
山
信
子
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１７
日
�
午
後
１
時
　
　

会
場
　
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
１
０
０
円
（
資
料
代
）
　

対
象
　
一
般
市
民
２０
名
（
先
着
順
）

申
込
み
　
電
話
で
�
２２ 
¦
９
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

■
初
歩
の
陶
芸
教
室
（
昼
）
　
　
　

日
時
　
４
月
２２
日
〜
７
月
１
日
　
　

　
　
　
金
曜
日
１０
回
午
前
１０
時
　
　

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
２０
名

　
　
　
（
申
込
順
）
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
４
月
１２
日
�
〜
１６
日
�
の

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０

　
　
　
　
分
電
話
で
　
　
　
　 

  

■
初
歩
の
絵
手
紙
教
室
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２２
日
〜
３
月
９
日
　
　

　
　
　
隔
週
金
曜
日
２０
回
　
　
　
　

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
４５
名

申
込
み
　
４
月
８
日
�
の
午
前
１０
時

　
　
　
　
〜
１０
時
３０
分
直
接
申
込
　

■
小
学
生
の
書
道
教
室
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２３
日
〜
９
月
２４
日
　
　

　
　
　
土
曜
日
１７
回
午
前
９
時
３０
分

対
象
　
市
内
の
小
学
生
３０
名
　
　
　

申
込
み
　
４
月
１６
日
�
の
午
前
９
時

　
　
　
　
３０
分
〜
１０
時
直
接
申
込
　

■
小
学
生
の
絵
画
教
室
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２３
日
〜
１０
月
１
日
　
　

　
　
　
土
曜
日
１６
回
午
後
１
時
３０
分

対
象
　
市
内
の
小
学
生
３０
名
　
　
　

申
込
み
　
４
月
１６
日
�
の
午
後
２
時

　
　
　
　
〜
２
時
３０
分
直
接
申
込
　

■
他
に
初
歩
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

※
各
講
座
の
受
講
料
無
料
（
材
料
費

　
は
実
費
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

■
子
ど
も
ゲ
ー
ム
大
会
「
ゲ
ー
ム
の

　
あ
と
は
手
作
り
お
や
つ
で
」
　
　

日
時
　
４
月
３
日
�
午
前
１０
時
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者
２５
名
　
　

※
小
学
生
の
み
の
参
加
可
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
２９
日
�
ま
で
電
話
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

①
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
「
じ
し
ゃ
く

　
ペ
タ
ペ
タ
救
出
ゲ
ー
ム
」
　
　
　

日
時
　
４
月
９
日
�
午
前
１０
時
　
　

②
的
を
ね
ら
っ
て
！
「
手
作
り
つ
つ

　
で
っ
ぽ
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２３
日
�
午
前
１０
時
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
各
回
と
も
小
中
学
生
２５
名
　

　
　
　
（
申
込
順
）
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
４
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　 

  

■
自
然
観
察
入
門
講
座
　
　
　
　
　

　
ー
自
然
の
物
知
り
博
士
を
め
ざ
そ

　
う
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１７
日
�
〜
３
月
４
日
�

　
　
　
年
１０
回
午
前
９
時
　
　
　
　

会
場
　
博
物
館
本
館
・
函
館
山
他
　

受
講
料
　
年
間
５
０
０
円
　
　
　
　

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
一
般
市
民
　

　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴

　
　
　
が
必
要
）
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
４
月
６
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

■
展
示
解
説
セ
ミ
ナ
ー
「
幕
末
の
動

　
乱
と
蝦
夷
地
へ
の
道
ー
描
か
れ
た

　
箱
館
戦
争
ー
」
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
３
日
�
午
後
１
時
３０
分

対
象
　
一
般
市
民
３０
名（
申
込
順
）　

申
込
み
　
４
月
１５
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

※
入
館
料
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　

■
Ｊ
ｒ.

考
古
学
ハ
カ
セ
養
成
講
座

　
１
　
「
鹿
角
で
釣
り
針
を
作
ろ
う
」

日
時
　
５
月
５
日
�
午
後
１
時
３０
分

受
講
料
　
４
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護

　
　
　
者
１５
名
（
申
込
順
）
　
　
　

申
込
み
　
４
月
２１
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
　

　
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
大
集
合
！

　
ウ
キ
ウ
キ
！
「
お
は
な
し
」
ま
つ
り

出
演
　
函
館
市
中
央
図
書
館
　
　
　

　
　
　
　
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
　

日
時
　
４
月
２４
日
�
午
前
１１
時
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
　
　

入
場
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
親
子
な
ど
１
５
０
名
　
　
　

申
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ
　
　
　

■
古
文
書
解
読
講
座
　
　
　
　
　
　

　
「
古
文
書
を
読
ん
で
み
よ
う
！
」

講
師
　
熊
谷
輿
志
子
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
　
　
古
文
書
講
座
講
師
）
　
　

日
時
　
５
月
１４
日
〜
平
成
２４
年
２
月

　
　
　
１１
日
午
前
１０
時
〜
１２
時
・
毎

　
　
　
月
第
２
土
曜
日
・
全
１０
回
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
一
般
市
民
２０
名
　
　
　
　
　

申
込
み
　
４
月
１２
日
�
〜
１９
日
�
の

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５

　
　
　
　
時
で
定
員
に
な
り
次
第
締

　
　
　
　
切
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
鮫
川
に
掛
か
る
本
通
中
橋
（
本
通

見
晴
線
）
の
隣
に
ど
ん
ぐ
り
の
よ
う

な
石
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
擬
石
ボ
ラ
ー
ド
」
と
い
う
車
止
め

で
す
。
通
常
は
川
沿
い
の
道
へ
の
車

両
進
入
を
防
い
で
い
ま
す
が
、
鮫
川

を
管
理
し
て
い
る
作
業
車
が
入
る
時

に
は
取
り
外
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　



　「どの子も育つ　育て方しだい」 
がモットーの世界のスズキ・メソー 
ドが函館に生まれて２０年。子供た 
ちのソロ演奏、２台演奏のピアノ発 
表とゲストによる記念演奏会。 
　東京からもスズキで育った人たち 
が２０周年を祝うために出演します。 
ゲスト　須田眞美子（ピアニスト、 
　　　　　桐朋学園大学講師） 
曲　目　ショパン／ソナタ第２番作品３５　他 
入場料　無料 
問合せ　�５６－０７５２（平野） 

出演対象［次を満たす方］　 
・函館（近郊）出身の方、当市にゆかりのある方。 
・音楽大学または一般大学等の音楽関係の課程・コ 
　ースを卒業（修了）された方。または同程度の実 
　力を有する方（函館音楽協会会員の推薦等）。 
・２０歳から３０歳の方 
※応募多数の場合は書類選考があります。 
日　　時　７月３０日� 
会　　場　函館市芸術ホール 
参 加 料　２０,０００円相当の入場券販売 
募集期間　３月１日�～４月３０日� 
問 合 せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



日　時　４月２９日�午後１時３０分 
会　場　北斗市総合文化センターかなで～る大ホール 
料　金　３００円（小学生以上） 
主　催　上磯吹奏楽団 
問合せ　�７３－２０６２（上磯小学校・高橋） 

日　時　５月２１日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センターかなで～る大ホール 
料　金　無料（要整理券）　整理券は４月２１日�より 
　　　　かなで～る、他で配布 
主　催　北斗市かなで～る協会 
問合せ　�７４－２０００（北斗市総合文化センター） 

日　時　５月２５日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センターかなで～る大ホール 
料　金　１,９８０円（当日２,２００円） 
主　催　北斗市かなで～る協会 
かなで～る協会員先行発売　３月１８日� 
一般発売　　　　　　　　　３月２５日� 
問合せ　�７４－２０００（北斗市総合文化センター） 

日　時　６月８日�午後６時３０分 
会　場　北斗市総合文化センターかなで～る大ホール 
料　金　４,０００円 
主　催　北斗市かなで～る協会 
かなで～る協会員先行発売　３月２９日� 
一般発売　　　　　　　　　４月　５日� 

問合せ　�６６－２０６６（七飯町文化協会） 
　　　　�０５７０－０３６－９１２ 
　　　　（チケットよしもとインフォメーション） 
※出演者は変更する場合がございます。ご了承ください。 

日　時　５月１４日�午後４時３０分 
会　場　七飯町文化センター　パイオニアホール 
料　金　２,８００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※５歳以上有料、４歳以下膝上無料 



■第５９回みなみ北海道観光写真コンテスト  
会　期　４月７日�～４月１７日� 
時　間　午前９時３０分～午後７時　 
主　催　みなみ北海道観光推進協議会  
問合せ　�８６－７０３３ 
 

●あすなろ会ピアノ発表会 
主　催　あすなろ会 

●Alvino ２０１１-２０１２ ５th Anniversary Live 
　 "PLUS ONE"  SUMMER  CONCERT 
開　演　午後５時３０分 
料　金　４,５００円、当日５,０００円 
問合せ　�０１１－６１４－９９９９（ＷＥＳＳ） 

●ヤマハ　スプリングコンサート
開　演　午前１０時３０分 
関係者のみ 
主　催　ヤマハミュージック北海道函館店 
問合せ　�３４－３４００ 

●ヤマハ　ＰＥＮハートフルコンサート 
開　演　午後２時 
関係者のみ 
主　催　ヤマハミュージック北海道函館店 
問合せ　�３４－３４００ 

●ＹＥＣウィナーズコンサート
開　演　午後６時３０分 
料　金　大人１,５００円 
　　　　学生１,０００円 
主　催　ヤマハミュージック北海道函館店 
問合せ　�３４－３４００ 

●ヤマハ　プライマリーステップアップ 
　コンサート
開　演　①午前１０時４０分②午後２時 
関係者のみ 
主　催　ヤマハミュージック北海道函館店 
問合せ　�３４－３４００ 

●FRIED  PRIDE  Tour  ２０１１  
　～for  your  smile～
開　演　午後７時 
料　金　５,０００円 
主　催　ＦＭノースウェーブ 
問合せ　�０１１－７０７－９９９９ 

●ＲＡＤＷＩＭＰＳ　絶対延命ツアー
開　演　午後７時 
料　金　４,２００円 
主　催　ＹＵＭＥＢＡＮＣＨＩ 
　　　　　／ Ｍｏｕｎｔ  Ａｌｉｖｅ 
問合せ　 ｈｔｔｐ: / /ｒａｄｗｉｍｐｓ.ｊｐ 

　毎年恒例となりました金森ホー 
ル主催、「ＧＷ特別セール」を今年 
も開催いたします。衣料品、雑貨 
など特別価格での販売となってお 
りますので、是非お越し下さい。 
時　間　午前１０時～午後７時 
問合せ　�２３－０３３８（金森ホール） 

●ハコダテの感度１００％ 街角ラジオペーパー
　季刊「いるかＰＲＥＳＳ」２０１１上期号発行
　ＦＭいるかのタイ 
ムテーブル付き季刊 
「いるかＰＲＥＳＳ 
２０１１上期号」が 
発行となりました。 
今回も内容満載です。 
ぜひお手にとってご 
覧下さい。 
春号の主な記事 
・２０１１年上期～ 
　タイムテーブル 
・新番組紹介 
・街角インフォメー 
　ション～ＦＭいる 
　かお勧め店紹介等 
発行日　４月１日� 
部　数　３万部 
主な配布場所 
　函館市内近郊の公共施設、コンビニエンスストア協力 
店、ガソリンスタンド協力店、市内ＣＤ店、ＦＭいるか他 
●リクエスト＆メッセージ 
　ＦＭいるかでは、 
毎日皆さんからの 
メッセージやリク 
エスト、パーソナ 
リティへの疑問・ 
質問など様々なメ 
ッセージをお待ち 
しております。ホ 
ームページ内のメ 
ッセージフォーム 
にご記入の上、気 
軽に番組に参加し 
て下さい。 
フォーム 
ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ｍｅｓｓａｇｅ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ 
※番組ごとのＥメールアドレスもございます。 
･････････････････････････････････････････････････ 
〒０４０－００５４　函館市元町１８－１１ 
ＴＥＬ２３－３５００（留守番電話）ＦＡＸ２３－３１００ 
Ｅメール　８０７＠ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ 
携帯サイト　ｈｔｔｐ: / /ｗｗｗ.ｆｍｉｒｕｋａ.ｃｏ.ｊｐ/ｋ/  
 
 
●山口　洋／細海　魚 
　ＴＯＵＲ  ２０１１  ＳＰＥＥCHLESS  FINAL
日　時　５月１日�午後６時 
料　金　一般４,０００円　 
　　　　キッズＡ（高校生、要学生証提示）１,５００円 
　　　　キッズＢ（小学校高学年以上、中学生で保護者 
　　　　　　　　　同伴）５００円 
　　　　　　　　（ロープウェイ往復搭乗料、消費税込） 
問合せ 
　ＮＯ　ＲＥＧＲＥＴＳ:ｌｉｖｅ＠ｎｏ－ｒｅｇｒｅｔｓ.ｊｐ 
　ｐａｎの森（無限会社荒地音楽出版） 
　　:ｐａｎ－ｆａｒｍ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 
 



　 
                   

●
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Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
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Ｏ
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Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｚ
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Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ

　
Ｖ
ｏ
ｌ.

１６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
排
煙
装
置
、
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
２
２

　
　
　
４
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｎ
Ｏ
Ｖ

　
　
　
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
１１
（
札
幌
）
、Ｓ
ｋ
ｙ 

ｌ
ｏ
ａ
ｆ

　
　
　
ｅ
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
３
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
５
０
０
円
　
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

●
Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

Ｖ
ｏ
ｌ.

６５
　

出
演
　
小
田
桐
陽
一
、
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
、
船
戸
大
輔
、

　
　
　
ミ
ッ
ク
・
サ
ト
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１０
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
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１
５
０
０
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２８
　
　
　

出
演
　
さ
さ
い
な
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中
金
盛
、
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Ｒ
Ａ
Ｎ
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Ｚ
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Ｒ
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＆
ｖ
ｉ
ｂ
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ｉ
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時
　
４
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１
０
０
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１
５
０
０
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Ａ
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８
４
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ｉ
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Ａ
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Ｔ
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Ｒ
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Ｇ
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日
時
　
４
月
２４
日
�
午
後
４
時
　
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
６
０
０
円
　
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２  
¦
９
７
１
９
（
同
ス
タ
ジ
オ
）
　
　

　
　 

 

●
ク
ニ
イ
Ｊ
ａ
ｍ
（
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
）
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１０
日
�
、
２４
日
�
午
後
６
時
　
　
　
　

チ
ャ
ー
ジ
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

●
籐
工
芸
体
験
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
９
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
７
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

●
暮
ら
し
の
収
納
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１６
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
１２
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

●
お
煎
茶
お
点
前
体
験
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１７
日
�
午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
４
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
１４
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

●
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
１９
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

材
料
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
１９
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

●
寺
子
屋
い
ろ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
５
月
〜
平
成
２４
年
３
月
の
水
曜
日（
全
４０
回
）午
前
１０
時

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）
　
　
　

対
象
　
シ
ニ
ア
世
代
の
男
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
　
４
月
２７
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
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●
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●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２
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日
�
午
後
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時
３０
分
　
　

参
加
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５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
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ト
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師
　
中
澤
道
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氏
（
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ー
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イ
）
　
　
　

日
時
　
４
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１２
日
�
、
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日
�
午
前
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時
、
午
後
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時

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
７
０
０
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日
券
１
５
０
０
円
（
昼
食
付
）
　
　
　

暖
房
費
　
１
７
５
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●
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け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
、
２０
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
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レ
エ
教
室
発
表
会
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時
　
４
月
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午
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６
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ホ
ー
ル
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無
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●
ｓ
ａ
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ｉ
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ャ
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１
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ａ
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Ｌ
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ｓ
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ｏ
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日
時
　
４
月
１０
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
大
人
２
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
８
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
、
書
の
教
室
・
フ
ラ
教
室
・
絵
の
集
い
・

　
英
会
話
講
座
等
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
　 

 

●
山
菜
＆
ホ
タ
テ
の
石
窯
ピ
ザ
！
八
雲
の
探
検
隊
　

日
時
　
４
月
１６
日
�
午
前
９
時
〜
１７
日
�
１２
時
３０
分

会
場
　
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
八
雲
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
８
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
４
月
１４
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
山
菜
＆
ハ
ン
バ
ー
グ
！
春
の
探
検
隊
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２３
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
２４
日
�
午
後
４
時

会
場
　
厚
沢
部
町
旧
清
和
小
学
校
近
辺
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
交
通
費
等
）
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
４
月
２１
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１９
日
�
〜
４
月
１
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
白
夜
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
バ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
２
日
�
〜
４
月
８
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ク
レ
ア
モ
ン
ト
ホ
テ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
白
い
リ
ボ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
９
日
�
〜
４
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
１
８
０
°
サ
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
９
日
�
〜
４
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ベ
ン
ダ
ビ
リ
リ
〜
も
う
一
つ
の
キ
ン
シ
ャ
サ
の
奇
跡

　
４
月
１３
日
�
〜
４
月
１５
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ヘ
ヴ
ン
ズ
ス
ト
ー
リ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１６
日
�
〜
４
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
酔
い
が
さ
め
た
ら
う
ち
に
帰
ろ
う
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
愛
す
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１６
日
�
〜
４
月
２９
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
２３
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

 

○
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
（
Ｐ
Ｇ
１２
）
　
　
　

　
１
月
２９
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
太
平
洋
の
奇
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
第
３
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
映
画
ド
ラ
え
も
ん
２
０
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
ツ
ー
リ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
Ｓ
Ｐ
　
革
命
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１２
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
毎
日
か
あ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
２６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
世
界
侵
略
：
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
決
戦
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
私
の
愛
、
私
の
そ
ば
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
９
日
�
〜
４
月
２２
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　

○
名
探
偵
コ
ナ
ン
２
０
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

○
映
画
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
　
嵐
を
呼
ぶ
黄
金
の

　
ス
パ
イ
大
作
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

■
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
岩
平
尚
子
氏
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
　
　
　
　

日
時
　
４
月
９
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
宮
崎
加
奈
古
氏
（
筝
）
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
３０
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２３ 
¦
６
１
１
１
（
同
ホ
テ
ル
）
　
　
　

■
じ
ぶ
こ
ん
＋
Ｎ
’
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ａ
北
海
道
ツ
ア
ー
ａ
ｔ
函
館

日
時
　
４
月
１２
日
�
午
後
７
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

会
場
　
Ｂ
Ａ
Ｒ
　
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
（
宝
来
町
３４ 
¦
１
）

入
場
料
　
　
２
５
０
０
円
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　

　
　
　
　
　
小
学
生
以
下
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
（
要
予
約
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
８３ 
¦
８
６
０
６
（
ト
ル
コ
喫
茶
Ｐ
ａ
ｚ

　
　
　
　
　
ａ
ｒ
Ｂ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
）
　
　
　
　
　
　
　

■
春
の
衣
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２４
日
�
〜
２７
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　

会
場
　
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
１
６
４
９
¦
７
１
４
１（
斉
藤
）

■
ソ
ダ
ツ
チ
カ
ラ
企
画
「
子
ど
も
部
屋
の
欧
米
イ
ン

　
テ
リ
ア
作
り
・
布
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２２
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
個
人
宅
（
要
問
い
合
わ
せ
）
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
布
持
参
で
７
０
０
円
）
　

定
員
　
６
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
幼
稚
園
の
お
子
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
７
６
４
３ 
¦
６
１
７
７（
山
形
）

■
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
　
Ｄ
Ｅ
　
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
２８
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
公
民
館
（
青
柳
町
１２
　
１７
）
　
　
　

入
場
料
　
　
２
０
０
０
円
　
２
５
０
０
円
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
８
０ 
¦
３
２
６
５ 
¦
７
７
６
２（
ア
ン

　
　
　
　
　
サ
ン
ブ
ル
　
ミ
ロ
ン
ガ
）
　
　
　
　
　

■
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

ｉ
ｎ 

函
館
　

　
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
が
坂
本
龍
馬
記

念
館
に
や
っ
て
来
ま
す
。
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、
サ
イ

ン
会
、
記
念
撮
影
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

日
時
　
５
月
１３
日
�
午
後
３
時
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
龍
馬
公
園
（
末
広
町
９
　
１５
）
　
　
　

申
込
締
切
　
４
月
３０
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２４ 
¦
１
１
１
５
（
龍
馬
記
念
館
）
　
　

　 
 

　
今
回
は
、
３
月
５
日
、
６
日
に
函

館
市
芸
術
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
函
館

舞
台
塾
２
０
１
０ 

第
１２
回
舞
台
セ

ミ
ナ
ー
卒
業
公
演
「
さ
ら
っ
て
い
っ

て
よ
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
に
参
加
し
た

柳
元
媛
名
さ
ん
で
す
。
１
年
間
で
演

劇
と
舞
台
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
の
舞
台

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
年
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ー
ス
を
開
設
し
、
小
学
生
か
ら
６０
代

の
２９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　 

                              

       

　
私
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
て
、
母
の
友
人

に
さ
そ
わ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年

の
５
月
か
ら
始
ま
っ
て
、
最
初
は
声

の
出
し
方
や
、
舞
台
に
立
っ
て
ど
う

や
っ
て
気
持
ち
を
表
現
す
る
か
を
習

い
、
６
月
に
役
を
決
め
る
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
演
劇
は
初

め
て
で
自
信
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

ウ
ェ
ン
デ
ィ
の
弟
「
ジ
ョ
ン
」
と
い

う
重
要
な
役
に
選
ば
れ
、
と
て
も
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
最
初
は
知
ら
な
い

人
ば
か
り
で
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
声

も
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

練
習
す
る
う
ち
に
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
役
に
な
り
き
る
の
は
と
て

も
難
し
か
っ
た
し
、
本
番
が
近
く
な

る
と
練
習
が
毎
日
の
よ
う
に
あ
り
、

ダ
ン
ス
も
セ
リ
フ
も
歌
も
覚
え
な
け

れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
勉
強
と

の
両
立
も
大
変
で
や
め
た
く
な
る
事

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
み
ん
な
で

助
け
あ
い
、
本
番
は
姉
弟
役
の
２
人

と
は
、
本
当
の
姉
弟
の
よ
う
に
演
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
１
年
間
と
い

う
長
い
時
間
を
仲
間
と
す
ご
し
、
み

ん
な
で
１
つ
の
舞
台
を
つ
く
り
あ
げ

る
事
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
だ
と
思
う

と
と
て
も
さ
び
し
い
で
す
。
ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
こ
の
記
事
は
３
月
９

日
に
取
材
し
た
も
の
で
す
。
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　 



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
函
館
生
れ
。
ボ
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
中
、
１
９
９
６
年
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
を
始
め
る
。
イ
タ
リ
ア
で 

　
　
　
　
　
　
　
妻
の
モ
ニ
カ
・
ダ
ン
ジ
ェ
ラ
ン
ト
ニ
オ
と
出
逢
う
。
現
在
、
函
館
で
、
宝
石
鑑
定
士
と
し
て
有
限
会
社
メ
ガ
ネ
の 

　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
キ
に
勤
務
。
妻
と
一
緒
に
、
ア
ル
ー
ラ
・
タ
ン
ゴ
・
ス
タ
ジ
オ
を
開
く
。 

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
交
換

留
学
生
と
し
て
、
去
年
の
９
月
、
キ

ル
ギ
ス
と
い
う
国
か
ら
函
館
に
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。
キ
ル
ギ
ス
と
言
っ

て
も
誰
も
ど
こ
に
あ
る
国
か
分
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
中

央
ア
ジ
ア
の
、
ロ
シ
ア
と
中
国
と
の

間
に
あ
る
国
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
私
は
到
着
し
た
夜
の
こ
と
を
昨
日

の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
空
港
の

バ
ス
に
乗
っ
て
、
運
転
手
に
紙
に
書

い
て
い
た
ホ
テ
ル
の
住
所
を
見
せ
て
、

ど
こ
で
乗
れ
ば
い
い
で
す
か
？
と
聞

き
ま
し
た
。そ
の
方
は
着
い
た
時「
少
々

お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
ど
こ

か
へ
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
５
分

で
戻
っ
て
ホ
テ
ル
ま
で
の
行
き
方
を

ち
ゃ
ん
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
次

の
夜
、
函
館
山
へ
行
き
ま
し
た
。
有

名
な
夜
景
を
観
た
時
は
、
感
激
に
国

境
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
新
し
い
友
達
の
お
か
げ
で
函
館
の

生
活
に
す
ぐ
な
れ
ま
し
た
。
幸
い
に

周
り
の
人
々
は
い
つ
も
優
し
く
て
暖

か
く
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
し
て
函
館
の
大
好
き
な
と
こ
ろ

は
食
べ
物
で
す
。
キ
ル
ギ
ス
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
沢
山
の
種
類
の
海
の
食

べ
物
が
函
館
で
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
町
は
小
さ
い
の
で
、
交
通
の

問
題
は
な
く
、
ど
こ
に
も
遅
刻
せ
ず

に
行
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
に
つ
い
て
は
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
事
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
狭

さ
と
ゴ
ミ
の
分
別
と
日
本
人
の
曖
昧

な
答
え
の
事
で
す
。
狭
さ
と
は
ど
こ

へ
行
っ
て
も
、
道
で
も
、
家
の
中
で

も
、
駐
車
場
な
ど
で
も
、
と
て
も
狭

い
と
い
う
事
で
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
は

キ
ル
ギ
ス
と
全
く
違
い
ま
す
の
で
、

慣
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
掛
か
り
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
日
本
人
は
い
つ

も
曖
昧
な
答
え
を
し
ま
す
。
そ
れ
を

理
解
す
る
に
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。

　
日
本
の
生
活
は
私
を
独
立
さ
せ
て

く
れ
て
、
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
考
え
方
も
目
標

も
変
わ
り
ま
し
た
。
日
本
、
そ
し
て

函
館
有
難
う
！！
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

　
「
赤
と
黒
の
エ
レ

ガ
ン
ト
な
衣
装
を
ま

と
っ
た
男
女
の
ダ
ン

サ
ー
が
、
微
笑
み
合

い
、
時
に
は
、
苦
痛

を
も
思
わ
せ
る
ほ
ど

の
表
情
を
浮
か
べ
舞

台
で
舞
う
。
お
互
い

の
足
が
絡
み
合
い
、

複
雑
な
動
き
を
創
り

出
す
情
熱
的
で
セ
ク

シ
ー
な
ダ
ン
ス
…
」

一
般
的
に
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
は
、

こ
の
よ
う
な
ダ
ン
ス

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

タ
ン
ゴ
（
以
降
、
タ

ン
ゴ
と
記
す
）
の
本

来
の
姿
は
、
男
女
が
抱
き
合
っ
た
姿

勢
で
二
人
の
内
な
る
思
い
（
愛
情
、

友
情
、
楽
し
さ
、
喜
び
、
悲
し
み
、

寂
し
さ
な
ど
）
を
、
タ
ン
ゴ
の
ビ
ー

ト
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
あ
わ
せ
、
ダ
ン

ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
伝
え
な
が
ら
即

興
的
に
踊
る
こ
と
で
す
。
そ
の
内
な

る
思
い
は
、
そ
の
ビ
ー
ト
や
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
す
る
一

歩
、
一
歩
に
伝
わ
る
体
の
動
き
、
鼓

動
、
躍
動
感
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
男
女
の
関
係
が
、
恋
人
、
夫
婦
、

異
性
の
友
人
、
又
は
、
ダ
ン
ス
仲
間

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー

に
適
し
た
思
い
を
表
現
し
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
タ
ン
ゴ
な
の

で
す
。
例
と
し
て
、
ダ
ン
ス
仲
間
を

あ
げ
る
な
ら
ば
、
リ
ズ
ム
や
メ
ロ
デ

ィ
ー
だ
け
に
捕
わ
れ
ず
一
人
、
一
人

の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
も
つ
音
楽
性
か
ら

生
ま
れ
る
ス
テ
ッ
プ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
更
に
、
タ
ン
ゴ
に
は
、
３
種
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
：
タ
ン
ゴ
、
ミ
ロ
ン
ガ
、

ワ
ル
ツ
が
あ
り
ま
す
。
タ
ン
ゴ
は
、

過
去
へ
の
哀
愁
や
情
愛
を
漂
わ
せ
、

ミ
ロ
ン
ガ
は
、
喜
び
と
愉
快
さ
の
躍

動
感
を
呼
び
、
ワ
ル
ツ
は
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
私
が
タ
ン
ゴ
と
出
逢
っ
た
こ
と
で
、

以
前
よ
り
も
、
人
間
関
係
や
異
性
関

係
を
理
解
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
函
館
白
百
合
学
園
と
は
こ

だ
て
未
来
大
学
の
英
語
教
師
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
ま
す
。
　
　



　 
            

　 ○
平
成
２３
年
　
記
録
会
第
１
戦
　
　

日
程
　
４
月
２３
日
�
　
　
　
　
　
　 

○
平
成
２３
年
　
中
高
一
般
フ
ィ
ー
ル

　
ド
記
録
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
２４
日
�
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 〈
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
〉
　
　
　
　
　
　
　

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講
習
会
　
　
　
　

日
程
　
４
月
９
日
�
・
１０
日
�
　
　

○
高
校
春
季
大
会
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
２５
日
�
〜
２７
日
�
　
　

〈
テ
ニ
ス
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
春
季
テ
ニ
ス
大
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
４
月
２８
日
�
・
２９
日
�
　
　

○
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

　
大
会
道
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
　

日
程
　
４
月
３０
日
�
　

　　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 ○
函
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
会
　

日
程
　
４
月
１０
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

○
函
館
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

日
程
　
４
月
１６
日
�
　

　　　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

　 
 

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

期
日
　
毎
週
水
曜
日
午
後
　
　
　
　

場
所
　
千
代
台
公
園
広
場
　
　
　
　 

問
合
せ
　
�
４５
ｌ
７
３
４
０（
中
村
）

　
 

 　
弓
道
は
、
老
若
男
女
い
つ
か
ら
で

も
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
武
道

で
す
。
弓
道
一
式
用
意
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

練
習
日
　
月
曜
日
と
木
曜
日
　
　
　

昼
の
部
　
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　

夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円
（
保
険

　
　
　
　
料
・
道
場
使
用
料
は
別
途
）

問
合
せ
　
�
５３
ｌ
４
３
２
２
（
千
代

　
　
　
　
　
台
公
園
弓
道
場
）
　
　

　
 

　
 

 　
心
癒
さ
れ
な
が
ら
優
雅
に
踊
っ
て

見
ま
せ
ん
か
！
　
　
　
　
　
　
　
　

練
習
日
　
金
曜
日
（
月
３
回
）
　
　

入
門
コ
ー
ス
　
午
後
２
時
３０
分
　
　

初
級
・
中
級
コ
ー
ス
　
午
後
７
時
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０
ｌ
４
８
７
２
ｌ

　
　
　
　
　
５
３
９
０（
佐
藤
）　
　

　
　
　
 

 　
体
操
競
技
の
技
能
を
体
験
し
た
い

人
、
本
格
的
に
味
わ
っ
て
み
た
い
人
。

会
場
　
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
　
　
　
　

運
営
費
　
３
０
０
０
〜
５
０
０
０
円

問
合
せ
　
�
０
９
０
ｌ
７
６
４
８
ｌ

　
　
　
　
　
９
５
８
１（
田
中
）　
　
 

　
今
月
か
ら
こ
の
欄
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
函
館
西
高
等
学
校

保
健
体
育
科
教
諭
の
石
井
で
す
。
６

回
に
亘
り
ラ
グ
ビ
ー
に
関
し
て
の
様
々

な
話
題
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

五
輪
の
正
式
競
技
に
７
人
制
ラ
グ
ビ

ー
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
だ
け

で
は
な
く
女
子
も
で
す
。
女
子
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
競
技
人
口
は
現
在
、
一
般

ク
ラ
ブ
プ
レ
ー
ヤ
ー
５
０
０
名
位
、

ユ
ー
ス
選
手
１
５
０
名
位
、
高
校
生

８０
名
位
、
ス
ク
ー
ル
所
属
の
女
子
を

入
れ
る
と
千
人
は
超
え
る
数
に
な
る

そ
う
で
す
。
た
だ
、
男
子
と
違
い
女

子
の
普
及
、
強
化
が
本
格
的
に
開
始

さ
れ
た
の
は
２
年
ほ
ど
前
か
ら
で
、

昨
年
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
で
は
５

位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
　
　
　
　

　
現
在
の
強
化
関
連
は
、
日
本
代
表

候
補
、
コ
ル
ツ
、
ユ
ー
ス
と
い
う
段

階
が
あ
り
、
７
人
制
に
関
し
て
は
「
セ

ブ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
い
う
協
会

独
自
の
方
針
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

を
目
指
し
強
化
枠
を
設
け
て
い
る
そ

う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
が
五
輪
種
目
と

な
っ
た
こ
と
で
、
高
校
や
ス
ク
ー
ル

で
の
女
子
に
対
し
て
の
取
り
組
み
が

積
極
的
に
な
り
全
国
的
に
高
校
女
子

ラ
グ
ビ
ー
部
員
の
容
認
が
広
ま
り
競

技
人
口
が
急
速
に
増
加
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
０
２
年
よ
り
関
東
で
ユ
ー
ス

選
手
の
育
成
を
実
施
、
現
在
は
東
北
、

関
東
、
関
西
、
九
州
で
募
集
お
よ
び

専
任
コ
ー
チ
に
よ
る
育
成
、
講
習
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
日
本
代
表
選
手
が
数
多
く
育
っ
て

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
徐
々
に
成
果

が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
　
　
　

　
昨
年
末
の
高
校
全
国
大
会
で
開
会

式
終
了
後
に
ユ
ー
ス
代
表
候
補
な
ど

の
高
校
生
が
東
西
に
分
か
れ
て
女
子

７
人
制
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
多
く
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
こ
れ
ら
も
普
及
、

強
化
の
一
環
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　

　
函
館
で
は
「
バ
ン
ビ
」
と
い
う
女

子
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
活
動
し
東
北

や
関
東
の
チ
ー
ム
と
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
が
、
北
海
道
の
中
学
生
、
高

校
生
で
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
良

い
ほ
ど
選
手
は
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
今
後
は
協
会
関
係
者
と
高
体
連

専
門
部
が
協
力
連
携
し
、
女
子
ラ
グ

ビ
ー
の
普
及
指
導
対
策
や
講
習
会
な

ど
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
何
か
と
暗
い
話
題
の
多
い
昨
今
で

す
が
、
函
館
や
北
海
道
の
女
子
も
こ

の
チ
ャ
ン
ス
に
自
ら
の
可
能
性
を
信

じ
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
「
夢
駆
け

る
世
界
」
を
目
指
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　
昭
和
３０
年
函
館
市
生
ま
れ
。
国
士
舘

大
学
体
育
学
部
卒
業
。
国
士
舘
大
学
体

育
学
部
研
究
助
手
。
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
公
認
Ａ
級
レ
フ
リ
ー

取
得
。（
第
２
回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
７
人

制
大
会
「
香
港
」
日
本
代
表
レ
フ
リ
ー

と
し
て
参
加
）（
パ
シ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ム

大
会
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
ア
メ
リ

カ
対
香
港
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
レ
フ
リ
ー
）

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
審

判
委
員
会
レ
フ
リ
ー
コ
ー
チ
　
　
　
　

　
　
　 



　 
                         

　
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　

　
今
の
気
持
ち
は
ど
う
で
す
か
？
　

　
う
れ
し
い
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
大
会
で
、
主
将
と
し
て
気

を
つ
け
た
こ
と
は
何
で
す
か
？
　
　

　
団
体
戦
で
し
た
の
で
、
み
ん
な
の

気
持
ち
を
決
勝
ま
で
ど
う
持
っ
て
行

く
か
を
心
掛
け
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
志

向
の
気
持
ち
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
で
、
卓
球
を
始
め
た
の
は

い
つ
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
５
年
生
の
時
で
す
。
　
　

　
始
め
る
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
？

　
亀
田
青
少
年
会
館
で
友
だ
ち
が
し

て
い
る
の
を
見
て
、
お
も
し
ろ
そ
う

だ
っ
た
の
で
、
始
め
た
の
が
最
初
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
家
族
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
祖
母
は
「
３
カ
月
は
や
っ
て
み
な

さ
い
」
と
、
母
は
「
今
ま
で
習
い
事

に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
」
と
言

い
、
反
対
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
卓
球
の
魅
力
は
ど
こ
で
す
か
？
　

　
練
習
を
す
れ
ば
結
果
を
出
せ
る
し
、

見
え
ま
す
。
ま
た
、
団
体
戦
の
場
合

は
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ
て
や
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
卓
球
を
し
ま
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
守
備
型
の
カ
ッ
ト
マ
ン
で
す
。
と

に
か
く
、
ね
ば
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
難
し
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　

　
守
備
型
な
の
で
、
攻
撃
も
覚
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

試
合
は
、
何
で
す
か
？
　
　
　
　
　

　
昨
年
の
中
体
連
地
区
大
会
で
、
尾

札
部
中
学
校
に
勝
っ
て
優
勝
し
た
試

合
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
卓
球
の
練
習
で
工
夫
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　
大
会
が
近
づ
い
た
と
き
は
、
マ
イ

ナ
ス
な
言
葉
を
発
し
な
い
で
、
プ
ラ

ス
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
男
女
別
に

し
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活

か
し
た
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
試
合
の
前
に
、
お
互
い
の
ラ
ケ
ッ

ト
を
点
検
し
あ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
、

戦
法
を
変
え
た
り
し
ま
す
か
？
　
　

　
見
る
こ
と
で
、
相
手
の
様
子
が
わ 

か
る
の
で
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
す
。
　

　
目
標
と
す
る
選
手
は
誰
で
す
か
？

　
松
下
浩
二
さ
ん
で
す
。
（
日
本
初

の
プ
ロ
卓
球
選
手
）
　
　
　
　
　
　

　
生
活
全
般
を
通
し
て
、
特
に
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
勉
強
の
他
は
、
卓
球
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
今
は
、
強
い
高
校
に
行
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
今
、
一
番
、
関
心
の
あ
る
こ
と
は

何
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
国
大
会
で
、
予
選
リ
ー
グ
を
１

位
で
抜
け
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

青
森
山
田
中
学
と
対
戦
す
る
こ
と
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
縁
起
を
か
つ
ぎ
ま
す
か
？
　
　
　

　
試
合
前
日
は
使
用
し
た
用
具
や
道

具
を
き
ち
ん
と
片
付
け
て
か
ら
試
合

に
臨
み
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全

国
大
会
で
は
、
実
力
を
発
揮
し
て
、

納
得
の
い
く
成
果
を
あ
げ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
こ
の
記
事
は
３
月
８
日
に
取
材

し
た
も
の
で
す
） 

　
　
　
　
　
　
 

          ◎
第
１
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ

　
ー
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
２０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
ナ
イ
ト

　
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
６
月
２９
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
１０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
ロ
ン
グ

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１３
日
�
〜
９
月
２１
日
�

　
　
　
の
水
曜
日
（
全
２０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
８
時
〜
８
時
４０
分
　
　

受
講
料
　
９
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
４０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
９
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
昼
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
 

          ◎
企
画
展
「
石
川
　
木
遺
品
展
　
　

　
〜
百
回
忌
に
寄
せ
て
〜
」
　
　
　

　
百
回
忌
（
没
後
９９
年
）
を
迎
え
る

今
年
は
例
年
の
直
筆
に
代
え
て
、
函

館
市
中
央
図
書
館
　
木
文
庫
が
所
蔵

す
る
　
木
の「
遺
品
」を
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

       

主
な
展
示
資
料
（
予
定
）
　
　
　
　

○
回
覧
雑
誌
「
爾
伎
多
麻
」
　
　
　

　
現
存
す
る
最
も
古
い
　
木
の
短
歌

や
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

○
「
朝
日
歌
壇
第
一
輯
」
　
　
　
　

　
　
木
が
選
者
を
務
め
た
５８
回
分
の

新
聞
切
り
抜
き
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
。

冒
頭
に
は
こ
の
選
者
を
務
め
た
こ
と

に
関
す
る
感
慨
を
記
し
た
　
木
直
筆

の
メ
モ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

○
「
小
樽
の
か
た
み
」
　
他
　
　
　

会
期
　
４
月
１７
日
�
〜
１０
月
１２
日
�

◎
企
画
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
　

「
児
童
書
の
な
か
の
石
川
　
木
」
展

会
期
　
４
月
１７
日
�
〜
１０
月
３１
日
� 



　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分
　
　

　
　
　
夜
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
７
時
４５
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
昼
の
部
５０
名
（
申
込
順
）
　

　
　
　
夜
の
部
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
５
日
� 

◎
第
１
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
４
月
１４
日
�
〜
５
月
２３
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
２０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１０
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　

　
（
午
前
の
部
・
午
後
の
部
）
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
１０
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
１２
時
　
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
６
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
８
時
　
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
５０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
５
月
２４
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
５
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
３０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
　
　

日
時
　
４
月
１５
日
�
〜
６
月
２４
日
�

　
　
　
の
金
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
１０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１１
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
６
月
２５
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
２０
名（
申
込
順
）

申
込
み
　
３
月
１２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
サ
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１６
日
�
〜
６
月
２５
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時
４０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
２０
名
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１２
日
�
〜
４
月
５
日
�

◎
第
１
回
サ
ン
デ
ィ
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
４
月
１７
日
�
〜
６
月
２６
日
�

　
　
　
の
日
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
２０
名
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
６
日
�
〜
４
月
５
日
� 

◎
第
１
回
ロ
ン
グ
５０
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

日
時
　
４
月
１８
日
�
〜
６
月
２７
日
�

　
　
　
の
月
曜
日
（
全
１０
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
１５
分
　
　 

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
２０
名
　
　
　
　

申
込
み
　
３
月
１４
日
�
〜
４
月
５
日
�

∧
器
材
点
検
日
以
外
の
使
用
制
∨
　

　
４
月
１
日
�
平
成
２３
年
度
着
衣
水

泳
体
験
研
修
会
の
た
め
２５
ｍ
プ
ー
ル

は
、
１５
時
よ
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
５０
ｍ
プ
ー
ル
、
１５
ｍ
プ
ー
ル
、
幼

児
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
た
は
、
通
常

通
り
使
用
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　

◎
平
成
２３
年
度
第
１
期
ス
ポ
ー
ツ
教

　
室
受
講
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
３
月
号
で
親
子

体
育
（
午
前
）
と
、
わ
ん
ぱ
く
教
室

の
開
催
曜
日
を
火
曜
日
と
ご
案
内
し

ま
し
た
が
、
表
の
と
お
り
、
親
子
体

育
（
午
前
）
は
木
曜
日
へ
、
わ
ん
ぱ

く
教
室
は
金
曜
日
へ
そ
れ
ぞ
れ
変
更

と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
受
付
は
、
各
教
室
の
申
込
日
時
を

ご
確
認
の
う
え
、
市
民
体
育
館
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ

の
場
で
抽
選
と
し
、
代
理
人
を
含
め

申
込
者
１
名
に
つ
き
１
件
の
申
込
み

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
兄
弟
・
姉
妹

に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
募
集
要
項
は
３
月
上
旬
よ
り
体
育

館
窓
口
ほ
か
で
配
布
中
で
す
。
　
　

○
５
月
１
日
よ
り
１０
月
３１
日
ま
で

　
の
ア
リ
ー
ナ
の
夜
間
種
目
設
定

　
が
左
記
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

■
編
集
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

○
大
山
紘
生
さ
ん
に
よ
る
タ
イ
か
ら

　
の
「
海
外
コ
ラ
ム
」
は
今
回
を
も

　
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
６
回
に
わ

　
た
っ
て
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　
た
大
山
さ
ん
に
は
心
よ
り
お
礼
申

　
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
次
回
か
ら
の
「
海
外
コ
ラ
ム
」

　
は
、
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
し
て
活
躍

　
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
笹
野

　
み
ち
子
さ
ん
に
執
筆
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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